
テーマ①　「市民がスポーツや健康づくりに親しむ身近な環境づくり」 	


　　市民目線で提案する改善点、市民の役割	


　グループ１（議論の詳細） 

ウォーキングで大人数でやる宣伝効果
のある大会をやれば大きな原動力に	
  

ウォーキングの大会はもっと大人数が参
加できるような大会を開催してはどうか？	
  

スポーツ推進委員は公募制にし、様々な世代から人を集められ
るよう工夫し、地域で「健康寿命を延ばそう」というムーブメントを
起こせる担い手に	
  

スポーツ推進委員は町内会からの推
薦だけじゃなく公募した方が良いので

は？意欲を持った方を探して行くべき。	
  

月額3600円を支払っているという報
酬費についても明確にオープンにし

て行くべきだ	
  

良い人材は地域に眠っているのでは
ないか？	
   大きなマラソン大会の運営より	
  

もっと地域密着で	
  
区などもう少し小さい単位でも市役所職員
と市民が直接話せるワークショップの場を	
  

今回のワークショップのような恊働の場は
市職員の人にとっても良かったのでは？	
  
普段、直接市民の声を聞くときは苦情が多
いのではないか	
  

スポーツ推進委員専門の部
署があっても良いのでは？	
  

できれば具体的なアクションについても、	
  
　もっと話して行きたい	


“健康寿命が長いまち”は良いまち	
  
　　　　　　　　　　　というイメージを持たれる	
  
若いうちから健康寿命について	
  
　　　　　　　　　　　　　考える意識付けを！	
  

若いお母さん同士が健康について考える場、若
い人が高齢世代の人と話せる場があれば良い	
  

学校の授業で健康寿命をテーマに話し合ったり、
高齢者の話を聞いたりしては？	
  

１	
 １	


事業への提案：改善提案	
 テーマに関連したその他の提案	

テーマに関連した	
  

協働の視点からの市民の役割	


特に若い人は今のシステムだと選ば
れにくい。新しい事業が起きない。	
  

スポーツ推進委員は地域の人の健康
寿命を延ばすための活動に重きを置

いて行くべき。マラソン大会の運営だ
けじゃなく。	
  

札幌市全体として健康寿命を延ばそ
うというムーブメントをスポーツ推進委

員から発信できるように	
  

年代・性別を区切って募集すれば
様々な世代から人を集められる。バラ

ンスの良い構成を	
  

宣伝効果、ウォーキング推進の大きな原
動力になるようなもの	
  

ボランティアももっと動員したら良い	
  

地下鉄階段のメッセージを	
  
　　　　　　改札から出入口にも	
  

地下鉄階段のメッセージは改札抜けて
から出入口までのところにもつけて	
  

食べ物に換算した	
  
カロリー表示もしては？	
  

	
  
食べ物のカロリー表示

は公園のウォーキング

コースにも取り入れて
はどうか？　	
  

健康づくりセンターの運営は民間の
マーケティング手法にもっと学ぶべき	
  

健康づくりセンターの１回無料券を市民に配
布してみてはどうか？利用する人が増え、

健康に関心をもつ人が増えるかも	
  

→1回無料券の配布	
  

→定員を増やす	
  

健康づくり講座などの定員をもう少し増やす	
  

群馬県中之条町の町あげての
健康づくりの取組に学ぶべき	
  

海外の長寿の国にも学ぶべき	
  

大学で健康づくりなどを研究している所とリンク
して進めては？	
  

各区に健康づくり
推進の部署を	
  

今もある、でも市民の声
を直接言える場は？	
  

区単位で特色をもった健康づくり推進を	
  

ウォーキング仲間づくりの	
  
　　　　　　　　　お手伝いなどを区でやって欲しい	
  

市民は苦情だけでなく、日常感覚から
の意見をもっと市に届けるべき	
  

スポーツ推進委員に色んな世代の人が
なって、健康づくりを盛り上げて行く	


医療機関との連携は？	
  

１	


１	


１	


自分もスポーツ推進委員になりたい	
  



テーマ①　「市民がスポーツや健康づくりに親しむ身近な環境づくり」 	


　　市民目線で提案する改善点、市民の役割	


　グループ2（議論の詳細） 

スポーツ推進委員	
  
一般の人にも	
  

地域に眠っている元ス
ポーツ選手などがもっと

学校や一般の方に指導
できる仕組みに（大きなイ

ベントだけではなく）	
  

健康づくりやスポーツ推
進を行っている取組団体
への支援をする	


１	
 １	


事業への提案：改善提案	
 テーマに関連したその他の提案	

テーマに関連した	
  

恊働の視点からの市民の役割	


１	


オリンピアンズキャラバン	
  
学校単位でも派遣	
  

学校単位でもアスリートを
派遣して、子どもたちが

「スゴい！」と感じる、ス
ポーツのきっかけとなる

ように	
  

ウォーキング関連事業	
  
に職員が参加	
  
チカホへも表示	
  
市の職員、区の職員の方
が、ウォーキングなどの

イベントに一緒に参加し
て、一緒に汗を流しては

どうか	
  

チカホに距離とカロリー
表示を	
  

学校プール開放	
  
の充実を	
  

プール開放の日数増加	
  
札幌の子どもはスイミングス

クールに行かないと泳げるよう
にならない	
  
管理体制の見直しが必要？	
  

プール開放の日数を増やす	
  
小学生以外も使える日も作る	
  

カードにハンコが必要、ハード
ル高い、もう少し気軽に行ける

と良い	
  

プールの監視員	
  
ボランティア研修→地域の中

で増えたら良い	
  

スキー練習をもっと気軽に	
  

大きめの公園や学校のグラウ
ンドなどで、気軽にスキーの練

習などができると良い	
  

普段使っていない人でも、
体育館を利用できるように	
  

月に１〜２回程は普段使って
いない一般の人が参加できる

身近な催しのために開放する	
  
体操など	
  

ラジオ体操の取組を推進	
  

ラジオ体操	
  
企業で取り組む、指導者

がまわってくる	
  

健診結果にオススメ運動
をメニューに添える	
  

健診結果とともにオスス
メの運動メニューが配布

され、運動施設などが安
くなると良い	
  

ボランティアリーダーを育成する	
  
地域、職場など多様な場所で	
  

ウォーキングなどのボランティアリー
ダーの役割が大切、地域と連携	
  

地域の公園や夏休みだ
けではなく、大人が職場

の近くなどで	
  

病院や健診の際に、ここ
でこんな運動ができるな

ど、具体的なことが書い
てあるパンフレットがある

と良い（現在は啓発や概

論的な内容が多い）	
  

現在でも、人間ドックを受
けてデータを持って健康

づくりセンターで健康測定
を受けると、その後の利

用料金が安くなる	
  

職場や買い物場所（スーパー）の方が、
地域の町内会単位よりは参加しやすい	
  

健康づくりに関するサポーターの裾野を
広げる	
  

日程が決まっていたり、負担にならない
ように	
  
スポーツ経験やレベルが高くなくても関
われると良い	
  

万歩計を支給（ムリ？）して、歩数をポイ
ントにして貯める。健康ポイント制度	
  

健康ポイント制度をつくる	
  

運動と食などを結びつけたツアーを行う	
  
市内各地のコースがあって、楽しく友達

づくりができる、季節ごとに	
  

運動とプラスα（食や施設見学、仲間づく
り）を楽しめる	
  
　　　　季節ごとのツアーイベント	
  

札幌市で助成したり、ネットで広報をする	
  

ボランティアなどいろいろなレベルで、
できる範囲でスポーツ、健康づくりに
関わる	


スポーツの楽しさを伝え広める	
  

札幌市のHPで、スポーツイベントが全て
わかるとよい。終わったことがアップされ

るのではなく、検索した時に、これから
行うイベントや公園施設の旬な情報が

得られると良い	
  

スーパーなど身近な場所での札幌市の
健康情報やイベント情報、仲間の募集

の情報を得られると良い	
  

身近な人に話す、	
  
興味ある人に広める	
  
	
  
広報さっぽろなどで活発な取組	
  
　　　　　　　　やイベントを紹介する	
  
	
  

１	


１	


若い人が（オシャレに）参加できる朝活を推進！	
  
	
  
例えば、北３条広場でヨガ、オープンテラスで朝食など	


友達づくりにもなる　　　　定期的にいろんな場所で	
  

朝の１時間を活用	
  

市民がもっと関われるようにする
ためにも、情報発信は重要！	
  



テーマ①　「市民がスポーツや健康づくりに親しむ身近な環境づくり」 	


　　市民目線で提案する改善点、市民の役割	


　グループ3（議論の詳細） 

サポーター+ケアマネ+病院
の連携が大切	
  

介護者になってしまいそう
な方に運動	
  

事業への提案：改善提案	
 テーマに関連したその他の提案	

テーマに関連した	
  

協働の視点からの市民の役割	


運動をステップアップ	
  
　できるトータルコーディネート	
  

健康づくりサポーター	
  
健康センターで適切な士で王を受け

た方のその後の支援もメニューに加
えたら	
  

経済効果の
視点も大切	
  

サポーター制度を地区の	
  
特徴に合わせて上手く活用する	
  

町内会、マンション単位	
  

運動指導士×病院	
  

１	
 １	
１	
 １	
１	


情報や地域の活動団体を
つないで欲しい	
  

社協、健やかクラブ	
  
ステップアップできるトータルコー
ディネート	
  

事業を進めることで得られた成果の達
成度がわかる指標があると良い	
  

各事業の成果が何か分かりやすく	
  
例：医療費削減、介護者の減少	
  

事業のゴールが不明確である。評価の方
法や対象設定をわかりやすく明確に	
  

報告の仕方	
  
　の工夫も！	


経済効果	
  

ウォーキングの効果を	
  
　　　「生の声」として伝える	
  

郵便、タウン誌、WEB活用でPR	
  
	
  
ウォーキング推進キャンペーン	
  
マップのポスト投函（町内会など

に入っていない方もいるので、
ポストに入っていると誰もが一

度は目を通す）	
  

ウォーキング　利用者の声	
  

イベント実施直後だけではなく	
  
事後アンケートも行うとよい	


PR手段として活用	
 事業情報を効果的に伝える工夫を！	
  

すぐ情報の伝達	
  

１	


知らないことが多い	


SNS、アプリ	
  
登録制度　←欲しい情報が受け取れる	


ポイント制度を！	
  

曜日と日にちが決まっていると良い	
  

拠点施設だけでなく身近な	
  
運動場所があるとよい	
  

身近な運動場所	
  

ポイント制：中・長期スポーツポイント制を民
間企業にも付与	
  

計画期間が長い	
  

２〜３年で計画検
証と実施がよいの

では	
  

１	


民間と協力して、運動につながるちょっとした
「きっかけ情報」を！	
  

家から出ない方をどのように外出してもらうか	
  

あなたのしていることは「運動ですよ」と伝える工夫	


買い物などの日常行動の時に情報提供	
  

「●kcal」をスーパーに	
  

お店を１周したら●kcal「ちょっとした情報」	
  

コンビニで認知症の方を把握	
  

精 神 的 に 障 が い
のある方の運動	
  

（仮）「健康づくり優良企業」	
  
会社で運動を（ISO、労基法）仕組み化（手当）	
  

仕事の中で運動を取り入れる（強制）、
手当をつけて残業時間に充てる	
  

１	


ラジオ体操な
ど取り入れる	


今日の様な話し合う場を！	
  

高齢者の方が考える健康づくりの取組	
  

若い世代が考える健康づくりの取組	
  

市民側も情報把握	
  

情報の把握	
  

健康づくりで
ランクアップ	


自分で時間を作れな
い方への支援	


検証と改
善のス
ピード感	


運動　　ですよ　　運動	




テーマ①　「市民がスポーツや健康づくりに親しむ身近な環境づくり」 	


　　市民目線で提案する改善点、市民の役割	


　グループ４（議論の詳細） 

メディアをもっと活用！	
  

TV、新聞、ネットの更なる活用（地下鉄広
告も）	
  

事業への提案：改善提案	
 テーマに関連したその他の提案	

テーマに関連した	
  

恊働の視点からの市民の役割	


ウォーキング大会に	
  
もっと多くの市民参加を！	
  

市民交流ウォーキング大会	
  
人気があり申込が先着という

ことなので、平等にという観点
から抽選方式が良いと思う	
  

「スポーツ」（様々な事業・考え方）	
  
をもっと有効活用しよう！	
  

スポーツを１人１人の個人のものと
するだけに留まらず、子育て支援、

少子化対策、人口減対策などと繋
げられる政策作り	
  
「スポーツ」の有効活用	
  

ポイントカード！	
  

ポイント制に各社またはサピカ
のポイントが付くようにする	
  
ララカードとかTポイントなど	
  

半径500m位の	
  
　コミュニティづくり	
  

半径500m位に地域のコミュニティを
作る。現在の連絡所みたいな場所を

カフェ、スポーツそこに行けば誰かが
いるような（世代の全て）市の行政

サービスなど分かりやすくする	
  

各社とのコラボ！	


スポーツ推進委員は	
  
　　　　　　　　　　大学生とコラボ！	
  

スポーツ推進委員	
  
大学とコラボして、学生の参加を

取り入れる方法　※学生に単位を
与えるなど	
  

１	


サポーター推進委員に大学とのコ
ラボは広範囲の人の参加に有効

と思う	
  

札幌マラソンの回数を増やす！	
  

スポーツ事業促進助成	
  
札幌マラソンの開催回数を１日か

ら２日にする。人数が多い、出ら
れない！料金が高い！！（親子

ファンランというのがあるが距離

が身近割りには高い）	
  

札幌マラソンに市民がもっと参加
できるようにしてほしい	
  

学校開放はグラウンドも！	
  

学校開放は体育館だけでなく、グ
ラウンドも子ども対象に昼間も見

守りの大人の配置を（教師でなく）	
  

１	


健康づくりサポーターの充実・PR	
  

健康づくりサポーターはもっと市
民にわかるように、そして増やし

たら良いと思う	
  

・参加人数が多
すぎる！	
  
・料金が高い！	
  
	
  
１回から２回へ！	


走りづらい	


子どもは昼間使えると良い	
  
（大人やシニア世代が見守りを）	


廃校を子どものスポーツ・遊び場に！	

空き家・施設も使えるとよい	
  

ウォーキングのPRを充実させる！	
  

ウォーキング推進のHPの充実	
  
体験、写真（動画）を利用して

PRする	
  

市民に募集すると親近感も！	
  

地下鉄階段のメッセージの市民
への募集	
  

定期的にメッセージを変更する	
  
→楽しみが増える！	


ウォーキングのテーマを決める
テ ー マ に 賛 同 し た 人 た ち が

ウォーキングする	
  
例えばトレンディな話題で乳が

ん撲滅等々	
  

ウォーキング大会の参加を広
く提供して欲しい	
  

自然（自発的）にスポーツに取り組める仕
組みや方法を！	
  

「わざわざスポーツする」ではなく、自然に取り
組める方法	
  
・階段のカロリー表示　　　・チカホの距離	
  
・町内スタンプラリー	
  

もっと多くの方が参加できるよう	
  
　　　　　　　　　　　　　情報発信を強化！　　　	
  

イメージは一部の方のみ参加されている
という用に見えるので、声かけを多くして

いく戸別にチラシを配るなど	
  

区民センターや地区センター、コ
ミュセン、会館などの有効活用	
  

区民センターをもっと活用させる	
  

発電マットを	
  
　　　階段に敷く	
  

ウォーキング推進キャンペーン事業にて
地下鉄階段に発電するマットを敷く	
  
エコ+健康	
  

１	


企業コラボ！（ネーミングライツ？）	


ウォーキングなどにポイントカードを！　　　	
  

ウォーキング各区でポイントカードを利用
しては、マップの普及も	
  

健康手帳	
  
　　　をつくる！	
  

市民が健康に興味を持つ
よう健康手帳をつくっては	
  

１	


イベントスケジュール	
  
自分の記録など	
  
➡頑張った賞！	
  
　　　　（企業とのコラボは？）	


１	
 １	
１	


誰でも参加できる！	


市民が自発的にスポーツに	
  
　　　　　参加する意識づくり	
  

市民の役割、１人が年に何回参
加という目標を出す	
  

自分たちの意識改革、誰かがして
くれるのではなく、参加することが

重要だと思うような市のPR	
  

市からは参加につながる	
  
　　　　　　　　上手なPRが必要	


目安（健康手帳！）があると良い	


「スポーツ」でシニア世代と若い世
代が相互に支え合う環境づくり	
  

働く世代、子育て世代を支えるシ
ニア世代となれる役割分担を考え

る。具体的に何？	
  

「企業」との	
  
　　　コラボ！	
  
企業とのコラボ
レーション	
  
シャワールーム
な ど の 設 置 の

お願い、自販機

など商品とアン
ケートを置く	
  



　　市民目線で提案する改善点、市民の役割	


スキー場など割引も必要	
  

指導者と指導が
必要な人が結び

ついていない	
  

事業への提案：改善提案	
 テーマに関連したその他の提案	

テーマに関連した	
  

協働の視点からの市民の役割	


テーマ②　「市民がウィンタースポーツにもっと親しむ環境づくり」 	
 　グループ５（議論の詳細） 

スノーボードなど
他の競技の指導

も広げては	
  

スキー場のリフト代（市の助成含めて）
安くすると冬のスポーツに参加する人

が増えるのでは？	
  

大人も楽しめるように	
  
親子割引　宿泊施設の充実（民間？）	
  
地域の愛好家団体への支援	
  

「19歳ならタダ」など、わかりやすく対象
にメリハリをつけて	
  

今、体育の時間がどうなっているか分か
らないが、運動場で雪かき、滑り台、カマ

クラ等を作成して遊ばせる	
  
競技会などを実施する	
  

体育の授業から雪遊びを	
  

指導者（資格に関係なく）近所の人に声
をかけて、体育の授業に参加してもらう	
  

市から広報して人材募集（信頼感ある）	
  

「こんなことを手伝って」具体的にお願い
する内容を示すとよい	
  

マスコミ、広告代理店などとも連携	
  

ウィンタースポーツ札幌ブランディン
グ（提案）行政と民間（広告、技術者、

事業者など）との連携の推進	
  

大きな大会
の誘致は関

心を高める
のに効果大	
  
（ワールドカッ
プ、五輪）	
  

ブランディングとして、まちづくり（風景、景観など）を活用	
  

昔のオリンピック施設、古びていて廃れているので、きれ
いに見せる工夫が必要	
  

例）)電線の無い雪の風景	
  

雪に親しむ、雪に関わる風景をきれいにし、活用	
  

遊び、種目、情報	
  
スノーシューハイク、イグルー

づくり→スノーキャンピングと
か遊びのヒントになる情報	
  

「雪遊びってこんなことも
できる」を発信	
  

民間のメーカーなどと協
力してできないか	
  

雪 遊 び ス ポ ー ツ 化 し て、
大会の企画（民間と連携）	
  
学校、地域との連携	
  

スノーシュー、クロカンなども
レンタル、体験できる良い	
  

アウトドア推進。団体、民間
会社、NPOとの連携、活用	
  

きれいに残すor取り壊す	
  

「かっこいい」発信は、民間の力を借り
た方が良い	
  

高付加価値のコンテンツを安く提供	
  

共通のマークで事業や物販を展開も	
  

どう展開していくか、民間と協議して運
動を作り上げていくと良い	
  

スポーツマスターを	
  
　　　　　　もっと活用していく	
  

民間との協力を進め、	
  
　ムーブメントをつくることが大切	
  

いろいろな「雪遊び」を伝え、	
  
　　　　　　　　　　　体験の機会をつくる	
  

「遊びの達人」	
  

１	


１	


風景・景観の活用	
  
　　　　→行政にしかできないこと！	
  

１	


体験機会を得やすくする	
  

道具選びの支援	
  
レンタル・リース安く	
  
気軽に試せる仕組み	
  

いろいろな道具を試せると
良いのでは・・・	
  

中古の道具で安くレンタル
できるものがあると良い	
  

健康づくりセンターを活用し、
冬のスポーツのための企画、

イベントを行う	
  

例）)夏フェス	
  
若い人が音楽とアウトドア

を楽しみ、広がっている	
  
→雪だけでなく、何かとア

ウトドアをコラボさせる	
  

スノボは音楽を取り入れて、
若い人を取り入れている	
  

例）)ポロクル、民間がレン
タル、行政は場所を貸す	
  

学校が人材募集の取組を行い、
行政がそれをサポートする（周

知、お金等）	
  

ボラ保険の補助をしたり、ク
レーム対応を行政が担うなど	
  

学校の先生をその気にさせる
必要がある	
  

地域ボランティアが運営できる
体制づくり	
  

スポーツマスターは	
  
　　　地域で運営できると良い	
  

社協と協力して人材を育成して
いくのも良いのでは	
  

達人、指導者とのマッチング教
えたい人、教えられる人と教わ

りたい人を結びつける仕組み
（リスト、データベース）	
  

人材育成マッチングも	
  

雪に親しむ機会、
もっと作る必要

あるのでは	
  

例）)山形　	
  
冬の運動会	
  

冬 の 公 園 は 雪
捨て場	
  
→雪山のある公
園を作り遊べる

ようにしては	
  
→モデル地区	
  

安全なソリ遊び
場を各区１つず

つでも作っては	
  

公園、河川敷な
どでも遊べるよ	
  

遊
叔
双
行
厱
先
叉
厹
叇
伝
厪
召	
  

今
厤
召
施
設
叏
情
報
可	
  

	
  

施設、遊び場所リスト。沢山選択肢ある
のでは。利用度、空いている施設がどこ

にあるか分かると良いのでは	
  

ウィンタースポーツミュージアムの活用案
として、都心部に移す、楽しめる企画をす

る（オリンピアン活用など）、PR・広告強化	
  

休みの日に出かける先として施設をPR。
混み具合も含めて知らせる	
  

遊びに行きたい人
×　使われていない

施設	
  

親が楽しむことで、
子どもにも体験の

チャンスできる	
  

PRとして、SNSの活用（民
との連携）（広告、インセ

ンティブ、市民目線での
関わり）	
  

リアルタイムで発信できる
と良い	
  

SNSで走った成果を見られ
る（記録）→共有できる→
そこから自分もやろうかな
と思ってもらえる	
  

市と何か連携やバックアッ
プができると良いのでは	
  

体をどれだけ動かしたか
見える化する工夫。心拍

計、どれだけの時間汗を
かいたか、ポイント化して

積みあげる	
  

SNSを活用し	
  
　個人の体験を発信	
  

子どもの道具
交 換 会 は 、 ど

んどん広めて
いくと良い	
  

行政には、広
報や会場の提

供などサポー
トしてほしい	
  

緩やかに	
  
雰囲気が広がるように！	
  

ステップアップ→具
体的な仕組み	
  

ステップアップ＝競技として
の楽しさを深めていくこと	
  
楽しむ→正しいやり方	
  

身近で雪に親しむ機会をつくる	
  

ウィンタースポーツに親しむ文化、雰囲気、ムーブメントをつくっていくことが大切	




　　市民目線で提案する改善点、市民の役割	


事業への提案：改善提案	
 テーマに関連したその他の提案	


テーマに関連した	
  
協働の視点からの市民の役割	


テーマ②　「市民がウィンタースポーツにもっと親しむ環境づくり」 	
 　グループ6（議論の詳細） 

公園の開放（冬季）	
  
大通の歩くスキーは良い（１〜３月続ける）	
  

公園への出前体験は、	
  
　地域からのリクエストでもっと実施して欲しい	
  

雪捨て場となっている地域の公園を利用	
  
例）雪山づくり、かまくら作り、雪の芸術作り	
  

大通公園の活用	
  
大通の歩くスキー体験は	
  
もっと期間を長くしては？	
  

近くの公園での出前体験	
  

スポーツの間口を広く	
  
→遊びも含めて多くの人が	
  
　　　　　　　　参加できるように	
  

カーリング	
  
施設を増やす要あり、市内の企業体、事業

団体に働きかけてはどうか（予算の設定）	
  

カーリング施設を増やすために	
  
　企業などに働きかけて予算を確保しては	
  

冬の競歩の大会など	
  
誰でも参加しやすいスポーツをつくる	
  

自身のために健康づくりしたい	
  

冬の健康づくりのための敷居の低い、	
  
　　　　身近な環境でのスポーツが必要	
  

剰余金など考えないでスポーツをする	
  

剰余金にたよらない資金の確保が必要	
  
スポンサーなど、企業のCSR費用ではなくプ
ロモーション費用を取り込む工夫が必要	
  

競技会や大会をイベント化する。	
  
「見に行く」（外出させる）	
  

競技大会をイベント化して見に行く	
  
　　　　　　　　　　　　　機会を作る	
  

ノルディックの活性化にあわせ、アルペンス
キーの普及、強化も必要ではないか	
  

アルペンスキーの普及・強化がもっと必要	
  
スキー場などの場は恵まれているが指導者
が不足している	
  
	
  

ノルディックは力を入れているようだが・・・	
  

外国人の雇用。オーストラリア、ニュージーランド、
カナダの人は冬の遊びや学びが充実している	
  

身近な冬の遊びや学び	
  
　　　　　　を普及・活性化	
  

楽しいと市民も協力できる	
  

外国（北ヨーロッパなど）の	
  
　　　　　　　　　冬の遊びを取り入れる	
  

遊びマスターの育成はどうするかの問
題（地域スポーツマスターの活用）	
  

遊びマスターの育成が必要	
  
年金世代はゲートボールと
病院待合室にコミュニティ

ケーションを求めるな！小
学校などに参加して子ども

を開放せよ！	
  

高齢者が子どもと	
  
　関わる機会を増やす	
  

行政が地域の人と	
  
　　　学校などの間の窓口を担って欲しい	
  

学校の先生にもっとウィンタースポーツに	
  
参加して欲しい（しかし1,2,3月は先生は忙しい
時期）	
  

（学校）教育者の冬のスポーツへ参加	
  

教育委員会の
責任の元では
自由に遊びを
展開できない	
  
	
  
保険をしっか
り検討する	
  

施設（ハード）の管理とソフト（遊び、スポーツ）
の分離	
  

学校などの施設（グラウンドなど）の管理
（ハード）と利用（ソフト）を分離して、多目的
な利活用を推進	
  

土日など未利用の時間多い・・・	
  
　　　　　利用条件もよくわからない	
  

未使用、非使用の空間、施設を民間の知恵と
費金（スポンサー）	
  

公共施設の利用できない条件は何か？（休日、
関係）	
  

長期展望が無い。北大、自衛隊の施設	
  

グラウンド（学校）の多目的利用（外はバスケッ
トなどできないから）	
  

１	


冬のマラソン大会	


まずは楽しむ
ことから	
 遊びを知らない世

代が多くなった	


１	


１	
 １	


自衛隊の体力体験	
  

自衛隊の	
  
　　　　　　　トレーニング施設の共有	
  

１	


指導者としての
ノウハウもある	


自衛隊や	
  
北大も	



